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2.１
第83号
香川県宇多津町うたづ議会だより

定例会「令和3年度一般会計補正予算認定」ほか
委員会審議「今後のPCR検査の会場について」ほか
町政を問う「町長選挙出馬の意向は」ほか
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
て

二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
世
界
中
で
猛
威

を
ふ
る
い
疲
弊
し
た
世
界
情
勢
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
経
済
の
停

滞
や
疲
弊
感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
人
と
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
や
人
に
よ
っ
て
人
を
助
け
る
、
人

間
本
来
の
大
切
な
も
の
が
こ
の
二
年
間

で
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
政
治
は
ど
こ
を
み
て
行
う
の
か
、

何
の
た
め
に
政
治
は
あ
る
の
か
、
そ
れ

も
ま
た
強
く
感
じ
た
二
年
間
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
経
済
活
動
も
戻
っ
て

き
て
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
新
た
な
生

活
様
式
と
光
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ど

う
か
町
民
の
み
な
さ
ま
、
マ
ス
ク
、
手

洗
い
は
今
後
と
も
続
け
て
い
た
だ
き
規

制
の
無
い
生
活
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
港
　
一
紫
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
井
上
　
弘
治

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也
　

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏
　

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

まちの皆様に　感謝　感謝。

『まちの成長力』 県下トップの財政力指数　宇多津町

１位おめでとう！１位おめでとう！

第７０回 「宇多津子どもロードレース大会」第７０回 「宇多津子どもロードレース大会」

　１月８日(土)、厳しい冷え込みの中、町内外から140名の小学生が参加し、第70回

「宇多津子どもロードレース大会」が開催されました。今年から、子ども達の安全性を

考え、スタートとゴール地点を宇多津北小学校に変更し、トラックを２周した後、グラ

ウンドを飛び出し、北側の遊歩道を力いっぱい駆け抜けました。１年～４年生は１㎞、

５・６年生は１.５㎞を、たくさんの声援を受けながら全員最後まで走り抜きました。

（令和３年３月香川県市町行財政要覧）

　　　　　

１年　 山田　淳平 (金山小)　

２年　 古林　　樹 (宇多津北小)

３年　 香川　颯志 (飯山南小)

４年　 梶　   千采 (豊原小) 
 
５年　 葛城　   柊 (城坤小)

６年　 竹田      翔 (宇多津小)   

やま  だ　  じゅんぺい

こばやし          いつき

か  がわ　   そう  し

かじ             ち うね　

かつらぎ       　しゅう

たけ だ　         しょう

男子 　　　　　

１年　 谷本　楓花 (宇多津北小)

２年　 藤田さくら (宇多津北小)

３年　 立石　夢果 (附属坂出小)

４年　 片岡　彩華 (坂出小) 
 
５年　 久保　結菜 (坂出小)

６年　 丸尾華沙寧 (栗熊小)   

たにもと　    ふう か

たていし　    ゆめ か

かたおか　    いろ は

く   ぼ　     ゆい な

ふじ  た

まる  お　か   さ   ね

女子
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定
例
会
報
告

臨
時
会
報
告

臨
時
会
報
告

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

審　議　案　件

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

第5回臨時会

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第4回定例会

◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

審　議　案　件 神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第５号）

宇多津町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例

宇多津町長、副町長及び教育長の給与に関する条例の
一部を改正する条例

宇多津町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第６号）

宇多津町下水道条例の一部を改正する条例

令和３年度南部地区子育て支援・交流施設（仮称）
事務什器購入事業に伴う契約の締結

令和２年度南部地区子育て支援・交流施設（仮称）
新築工事請負変更契約の締結

宇多津町国民健康保険条例の一部を改正する条例　

宇多津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

宇多津町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

議
　
　
　
案

議
員
の
賛
否

第6回臨時会
審　議　案　件

議
案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第７号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

　
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
令
和
３
年
12
月
３
日
か

ら
12
月
13
日
の
11
日
間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
８
件
を
審

議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
５
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
11
月
30
日
の

１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号

　
　
　
　
　
（
９
０
３
７
万
７
千
円
、
全
会
一
致
で
可
決
）

　
主
な
も
の
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

の
接
種
の
た
め
の
事
業
費
４
０
７
５
万
円
や
四
国
水
族
館

の
誘
致
に
よ
る
費
用
２
１
７
０
万
円
、
坂
出
市
消
防
本
部

委
託
料
５
１
９
万
円
な
ど
で
あ
る
。

②
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

第
１
号

　
　
　
　
　
（
８
０
６
５
万
３
千
円
、
全
会
一
致
で
承
認
）

　
昨
年
よ
り
受
診
件
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
補
正
予
算

で
あ
る
。

③
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
国
の
法
律
改
正
に
よ
り
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の

未
就
学
児
に
か
か
る
均
等
割
部
分
の
保
険
税
を
半
額
（
軽

減
世
帯
は
軽
減
さ
れ
た
残
り
の
額
か
ら
さ
ら
に
半
額
）
と

な
る
。

④
令
和
２
年
度
南
部
地
区
子
育
て
支
援
・
交
流
施

設
（
仮
称
）
新
築
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
　
（
変
更
後
３
億
２
４
５
０
万
円
、
全
会
一
致
で
可
決
）

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

（
１
億
９
４
８
３
万
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
）

　
国
の
18
歳
以
下
へ
の
10
万
円
特
別
給
付
金
の
５
万
円

分
の
給
付
の
た
め
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

②
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

③
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

④
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　 

　
　 

（
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
）

第
４
回
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容

　
令
和
３
年
第
６
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
12
月

16
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
は
令
和
４
年
１
月

12
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
７
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
12
月

28
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
通
り
可
決
。

主
な
内
容

　
６
１
６
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
半
分
は
地
方
交
付

税
に
よ
る
。
太
陽
光
発
電
や
温
水
式
床
暖
房
、
内
装
な

ど
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
の
契
約
変
更
で
あ
る
。

⑤
令
和
３
年
度
南
部
地
区
子
育
て
支
援
・
交
流
施

設
（
仮
称
）
事
務
什
器
購
入
事
業
に
伴
う
契
約
の

締
結
　
（
１
１
５
３
万
９
千
円
、
全
会
一
致
で
可
決
）

　
机
や
い
す
、
食
器
棚
な
ど
の
購
入
に
関
す
る
費
用
で

あ
る
。

　
議
員
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
0.1
月
引
き
下
げ
、
町
職
員
の
一
般
職
は
0.15
月
、

再
任
用
は
0.1
月
引
き
下
げ
と
な
っ
た
。

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

（
１
億
９
４
８
５
万
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

可
決
）

　
国
の
18
歳
以
下
へ
の
10
万
円
特
別
給
付
金
の
残

り
５
万
円
分
の
給
付
の
た
め
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

ク
ー
ポ
ン
で
は
な
く
現
金
で
10
万
円
一
括
給
付
さ

れ
る
。

主
な
内
容

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号

（
１
０
０
１
万
８
千
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

可
決
）

　
全
国
で
急
速
に
再
拡
大
し
つ
つ
あ
る
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
県
の
認
証
を
受
け
た
町
内

の
飲
食
店
に
感
染
拡
大
防
止
と
事
業
継
続
支
援
を

目
的
と
し
た
飲
食
認
証
店
応
援
事
業
給
付
金
の
補

正
予
算
で
あ
る
。

主
な
内
容

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９
号
　

　
（
２
億
９
８
７
３
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

       

可
決
）

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
（
２
億
７
３
６
０
万
円
）

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
（
２
５
１
３
万
円
）
財
源
は
主
に
国
庫
支
出
金
。
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定
例
会
報
告

臨
時
会
報
告

臨
時
会
報
告

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

審　議　案　件

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

第5回臨時会

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第4回定例会

◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

審　議　案　件 神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第５号）

宇多津町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例

宇多津町長、副町長及び教育長の給与に関する条例の
一部を改正する条例

宇多津町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第６号）

宇多津町下水道条例の一部を改正する条例

令和３年度南部地区子育て支援・交流施設（仮称）
事務什器購入事業に伴う契約の締結

令和２年度南部地区子育て支援・交流施設（仮称）
新築工事請負変更契約の締結

宇多津町国民健康保険条例の一部を改正する条例　

宇多津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

宇多津町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

議
　
　
　
案

議
員
の
賛
否

第6回臨時会
審　議　案　件

議
案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第７号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

　
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
令
和
３
年
12
月
３
日
か

ら
12
月
13
日
の
11
日
間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
８
件
を
審

議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
５
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
11
月
30
日
の

１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号

　
　
　
　
　
（
９
０
３
７
万
７
千
円
、
全
会
一
致
で
可
決
）

　
主
な
も
の
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

の
接
種
の
た
め
の
事
業
費
４
０
７
５
万
円
や
四
国
水
族
館

の
誘
致
に
よ
る
費
用
２
１
７
０
万
円
、
坂
出
市
消
防
本
部

委
託
料
５
１
９
万
円
な
ど
で
あ
る
。

②
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

第
１
号

　
　
　
　
　
（
８
０
６
５
万
３
千
円
、
全
会
一
致
で
承
認
）

　
昨
年
よ
り
受
診
件
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
補
正
予
算

で
あ
る
。

③
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
国
の
法
律
改
正
に
よ
り
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の

未
就
学
児
に
か
か
る
均
等
割
部
分
の
保
険
税
を
半
額
（
軽

減
世
帯
は
軽
減
さ
れ
た
残
り
の
額
か
ら
さ
ら
に
半
額
）
と

な
る
。

④
令
和
２
年
度
南
部
地
区
子
育
て
支
援
・
交
流
施

設
（
仮
称
）
新
築
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
　
（
変
更
後
３
億
２
４
５
０
万
円
、
全
会
一
致
で
可
決
）

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

（
１
億
９
４
８
３
万
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
）

　
国
の
18
歳
以
下
へ
の
10
万
円
特
別
給
付
金
の
５
万
円

分
の
給
付
の
た
め
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

②
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

③
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

④
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　 

　
　 

（
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
）

第
４
回
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容

　
令
和
３
年
第
６
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
12
月

16
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
は
令
和
４
年
１
月

12
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
７
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
12
月

28
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
通
り
可
決
。

主
な
内
容

　
６
１
６
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
半
分
は
地
方
交
付

税
に
よ
る
。
太
陽
光
発
電
や
温
水
式
床
暖
房
、
内
装
な

ど
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
の
契
約
変
更
で
あ
る
。

⑤
令
和
３
年
度
南
部
地
区
子
育
て
支
援
・
交
流
施

設
（
仮
称
）
事
務
什
器
購
入
事
業
に
伴
う
契
約
の

締
結
　
（
１
１
５
３
万
９
千
円
、
全
会
一
致
で
可
決
）

　
机
や
い
す
、
食
器
棚
な
ど
の
購
入
に
関
す
る
費
用
で

あ
る
。

　
議
員
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
0.1
月
引
き
下
げ
、
町
職
員
の
一
般
職
は
0.15
月
、

再
任
用
は
0.1
月
引
き
下
げ
と
な
っ
た
。

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

（
１
億
９
４
８
５
万
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

可
決
）

　
国
の
18
歳
以
下
へ
の
10
万
円
特
別
給
付
金
の
残

り
５
万
円
分
の
給
付
の
た
め
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

ク
ー
ポ
ン
で
は
な
く
現
金
で
10
万
円
一
括
給
付
さ

れ
る
。

主
な
内
容

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号

（
１
０
０
１
万
８
千
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

可
決
）

　
全
国
で
急
速
に
再
拡
大
し
つ
つ
あ
る
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
県
の
認
証
を
受
け
た
町
内

の
飲
食
店
に
感
染
拡
大
防
止
と
事
業
継
続
支
援
を

目
的
と
し
た
飲
食
認
証
店
応
援
事
業
給
付
金
の
補

正
予
算
で
あ
る
。

主
な
内
容

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９
号
　

　
（
２
億
９
８
７
３
円
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

       

可
決
）

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
（
２
億
７
３
６
０
万
円
）

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
（
２
５
１
３
万
円
）
財
源
は
主
に
国
庫
支
出
金
。
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合
同
・
総
務
建
設
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会
視
察

町
政
を
問
う

町政を問う町政を問う

・まちづくりファンドの活用は
・シルバー食堂の開設を

・学校給食費無償化は可能か

・南部地区にも飲料水兼用耐震性貯水槽を
・中学生の職場体験学習でIT関連企業も

・町長選挙出馬の意向は
・18歳までの医療費を無料化に

・通学路の安全確保は
・公用車の安全管理は

・地域経済分析のデータから人口増政策

・高すぎる国保税
・高校卒業までの医療費無料化

・コミュニティ・スクールの活動状況
・パートナーシップ宣誓制度の進捗
・他３問

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

大黒 一也

（一般質問の件名）

令和4年第1回臨時会

第７回臨時会
審　議　案　件

議
案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第８号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

審　議　案　件
議
案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和3年度宇多津町一般会計補正予算（第９号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
員
の
賛
否

　新都市エリアも公園などが整備されてから30年が経ち、
トイレの老朽化が問題になっていました。利用者からの要
望もあり、町では令和2年度～４年度にかけて、国の補助金
を使ってトイレの改修工事をしています。
　今回、今年度までに改修が終わった３か所のトイレを視
察してきました。それぞれの使用頻度や周りの景観にも配
慮したトイレになっています。安心してご利用ください。

五番丁なかよし公園

　住宅地の中にあり、利用するのは近所の方
が中心です。トイレの利用頻度が低いので、
だれでも（１）のみとなっています。数年前
に新しい遊具が設置されましたが、それに合
わせて、トイレの外壁にはカラフルなタイル
　　模様が施されています。今後はベンチ付
　　きの東屋を修理する予定です。

八番丁Go! Go!公園

※文中「だれでも」は｢だれ
でもトイレ｣のことです。だれ
でもトイレにはすべておむつ
交換台、ベビーチェアが設
置されています。
　洋式トイレにも男女問わ
ず、ベビーチェアが付いてい
ます。

『利用者の要望を実現』  トイレ改修視察『利用者の要望を実現』  トイレ改修視察

　ここは３か所のうち一番利用者が多
く、男性用⑸、女性用⑶、だれでも⑴
となっています。外観はコンクリート
打ちっぱなしで、グラウンドのコンク
リート壁とも調和しています。午前中
はグラウンドを利用する高齢者が多く
利用していました。設置場所がグラウ
ンドからも遊具からも近くなったので、
利用者に喜ばれています。
　だれでもトイレにはおむつ交換台のほ
か、オストメイトも設置されています。
　　外には子どもの手洗い、足や靴の
　泥を落とすのに便利な低い蛇口も
　あります。

中央公園

　この公園は近くの子どもだけでなく、周辺の学
生なども利用しています。男性用⑵、女性用⑴、
だれでも⑴で、外観は｢ムーミンのおうち｣のよう
です。周りをマンションに囲まれており、憩いの
場である公園の雰囲気にぴったりです。
　　見通しのいいオープンな作りで、安全性にも
　配慮されています。

令和３年12月23日

『国民健康保険税条例の一部改正』
　出産育児金の増額となった背景は？

　本年８月に法改正があった。対象
の医療機関で出産した場合４２万円
の出産育児金となる。

Q

A

今後のＰＣＲ検査の会場について
　当検査センターの閉鎖と今後に
ついて
　年度末で当検査センターを閉鎖す
る。自院で検査を実施する医療機関
に検査機器の購入費を補助し検査体
制の強化図る。

健康増進課
健康増進課

南部地区子育て交流施設(仮称)変更契約
　床暖房の電源は？また太陽光発電の売電は考えているか？

　太陽光発電を使って床暖房をする。売電は行わず施設で自己消費することを考えて
いる。　

Q

A

地域整備課

Q

A

合同・総務建設・教育民生常任委員会
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合
同
・
総
務
建
設
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会
視
察

町
政
を
問
う

町政を問う町政を問う

・まちづくりファンドの活用は
・シルバー食堂の開設を

・学校給食費無償化は可能か

・南部地区にも飲料水兼用耐震性貯水槽を
・中学生の職場体験学習でIT関連企業も

・町長選挙出馬の意向は
・18歳までの医療費を無料化に

・通学路の安全確保は
・公用車の安全管理は

・地域経済分析のデータから人口増政策

・高すぎる国保税
・高校卒業までの医療費無料化

・コミュニティ・スクールの活動状況
・パートナーシップ宣誓制度の進捗
・他３問

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

大黒 一也

（一般質問の件名）

令和4年第1回臨時会

第７回臨時会
審　議　案　件

議
案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第８号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

審　議　案　件
議
案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和3年度宇多津町一般会計補正予算（第９号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
員
の
賛
否

　新都市エリアも公園などが整備されてから30年が経ち、
トイレの老朽化が問題になっていました。利用者からの要
望もあり、町では令和2年度～４年度にかけて、国の補助金
を使ってトイレの改修工事をしています。
　今回、今年度までに改修が終わった３か所のトイレを視
察してきました。それぞれの使用頻度や周りの景観にも配
慮したトイレになっています。安心してご利用ください。

五番丁なかよし公園

　住宅地の中にあり、利用するのは近所の方
が中心です。トイレの利用頻度が低いので、
だれでも（１）のみとなっています。数年前
に新しい遊具が設置されましたが、それに合
わせて、トイレの外壁にはカラフルなタイル
　　模様が施されています。今後はベンチ付
　　きの東屋を修理する予定です。

八番丁Go! Go!公園

※文中「だれでも」は｢だれ
でもトイレ｣のことです。だれ
でもトイレにはすべておむつ
交換台、ベビーチェアが設
置されています。
　洋式トイレにも男女問わ
ず、ベビーチェアが付いてい
ます。

『利用者の要望を実現』  トイレ改修視察『利用者の要望を実現』  トイレ改修視察

　ここは３か所のうち一番利用者が多
く、男性用⑸、女性用⑶、だれでも⑴
となっています。外観はコンクリート
打ちっぱなしで、グラウンドのコンク
リート壁とも調和しています。午前中
はグラウンドを利用する高齢者が多く
利用していました。設置場所がグラウ
ンドからも遊具からも近くなったので、
利用者に喜ばれています。
　だれでもトイレにはおむつ交換台のほ
か、オストメイトも設置されています。
　　外には子どもの手洗い、足や靴の
　泥を落とすのに便利な低い蛇口も
　あります。

中央公園

　この公園は近くの子どもだけでなく、周辺の学
生なども利用しています。男性用⑵、女性用⑴、
だれでも⑴で、外観は｢ムーミンのおうち｣のよう
です。周りをマンションに囲まれており、憩いの
場である公園の雰囲気にぴったりです。
　　見通しのいいオープンな作りで、安全性にも
　配慮されています。

令和３年12月23日

『国民健康保険税条例の一部改正』
　出産育児金の増額となった背景は？

　本年８月に法改正があった。対象
の医療機関で出産した場合４２万円
の出産育児金となる。

Q

A

今後のＰＣＲ検査の会場について
　当検査センターの閉鎖と今後に
ついて
　年度末で当検査センターを閉鎖す
る。自院で検査を実施する医療機関
に検査機器の購入費を補助し検査体
制の強化図る。

健康増進課
健康増進課

南部地区子育て交流施設(仮称)変更契約
　床暖房の電源は？また太陽光発電の売電は考えているか？

　太陽光発電を使って床暖房をする。売電は行わず施設で自己消費することを考えて
いる。　

Q

A

地域整備課

Q

A

合同・総務建設・教育民生常任委員会
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一
般
質
問

一
般
質
問

問 問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

浅
野
総
務
課
長

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

町
長

　実
現
し
た
い
施
策
で
あ
る
。
今
後
の
財
政
状
況
を
み
て
判
断
す
る

　
　
一
昨
年
６
月
議
会
に
お

い
て
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
の
提
案
を
し
、
町

長
か
ら
の
答
弁
は
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。
今
後
十
分

に
調
査
研
究
し
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
。
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
厚
労
省
の
調
査
に

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
に

町
長
選
挙
出
馬
の
意
向
は

町
長

　４
期
目
の
町
長
選
に
出
馬
す
る

　
　
令
和
４
年
10
月
19
日
に

任
期
満
了
と
な
る
。
終
息
の

目
途
が
未
だ
立
た
な
い
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

は
じ
め
、
自
然
災
害
へ
の
備

え
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
な
ど
様
々
な
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
来
年
秋
に
行
わ
れ
る
宇

多
津
町
長
選
挙
に
谷
川
町
長

よ
る
と
、
昨
年
４
月
時
点
で
、

助
成
対
象
を
18
歳
ま
で
と
し

て
い
る
全
国
の
市
区
町
村
の

割
合
は
、
４
割
を
越
え
る
。

子
育
て
世
代
の
負
担
の
軽
減

と
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
無

償
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で
拡

充
す
る
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
医
療
費

の
対
象
者
を
、
18
歳
年
度
末

ま
で
と
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
「
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
償
化
」
に
つ
い
て
は
、

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

実
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
就
任
以
来
、
一

貫
し
て「
住
民
目
線
」
、「
町

民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
、
「
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、

本
町
で
暮
ら
す
、
す
べ
て
の

人
に
光
を
照
ら
す
施
策
を
一

つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
行
し
て

き
た
。
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
各
施
策
を
講
じ

る
と
共
に
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
感
染
症
対
策
で
は
「
住
民

の
命
と
健
康
」
を
守
る
た
め

迅
速
か
つ
適
切
な
対
策
を
講

じ
、
い
ち
早
く
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
て
き
た
。
来
年
の

秋
、
再
び
住
民
の
皆
様
の
信

任
を
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

施
策
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
地
域
経
済
が
痛
ん
で

い
る
今
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
の
判
断
が
必
要
と
考
え

る
。

問

問

要
望

問

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
車
に
減
速
を
促
す
看
板

の
設
置
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
は
何
年
も

前
か
ら
道
幅
が
変
わ
ら
な
い

狭
い
、
歩
道
の
な
い
道
を
通

学
路
と
し
て
今
も
使
い
、
昔

に
比
べ
て
車
の
量
も
増
え
、

通
勤
の
抜
け
道
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
通
学
路

の
安
全
は
ど
の
よ
う
に
決
め

て
確
保
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
保
護
者
と
の
話
し
合
い
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。
話
し
合

通
学
路
の
安
全
確
保
は

教
育
次
長

　一
人
一
人
の
安
全
面
を
含
め
確
認
し
て
い
る

　
両
小
学
校
で
は
一
人
一
人

の
安
全
面
を
含
め
確
認
し
、

中
学
校
で
は
家
庭
で
保
護
者
、

生
徒
が
話
し
合
い
通
学
に
適

し
た
経
路
を
通
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
な
ど
で
も
、
危
険
個
所
に

　
　
　
　
　
　

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ

い
て
、
道
路
管
理
者
、
担
当

部
局
な
ど
と
情
報
共
有
し
、

改
善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
町
も
脱
炭
素
社
会

を
目
指
す
【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
】
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
宣
言
し
た
の
で
、
電
気
自

動
車
の
導
入
に
つ
い
て
も
今

後
、
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

い
さ
れ
た
意
見
・
相
談
の
検

証
改
善
は
。

つ
い
て
の
お
話
、
相
談
を
頂

く
こ
と
が
あ
る
。
平
成
27
年

７
月
策
定
「
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い

て
、
道
路
管
理
者
、
警
察
署
、

町
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、

共
有
を
図
り
、
改
善
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
。

　
　
公
務
を
迅
速
か
つ
効
率

的
に
遂
行
す
る
た
め
、
複
数

台
の
公
用
車
を
所
有
し
、
総

務
課
が
一
括
集
中
管
理
し
、

安
全
運
転
管
理
者
、
副
安
全

運
転
管
理
者
の
も
と
、
運
転

に
支
障
の
な
い
よ
う
常
に
整

備
さ
れ
、
種
々
業
務
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
町
が
管
理
す
る
公
用
車
の

公
用
車
の
安
全
管
理
は

総
務
課
長

　総
合
的
に
勘
案
し
判
断
し
て
い
る

　
台
数
は
54
台
（
総
務
課
27

台
、
危
機
管
理
課
13
台
、
住

民
生
活
課
14
台
）

　
所
管
課
ご
と
に
管
理
簿
を

作
成
し
更
新
時
期
を
逸
し
な

い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
特
段
の
基
準
は
設
け
て
い

な
い
。
使
用
年
数
・
走
行
距

離
・
損
耗
度
合
な
ど
を
総
合

台
数
及
び
、
車
検
、
自
賠
責

保
険
の
管
理
は
ど
の
課
が
ど

う
い
っ
た
管
理
を
し
て
い
る

の
か
。
車
に
も
寿
命
が
あ
る

が
、
車
両
更
新
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
判
断
基
準
は
設

け
て
い
る
の
か
。
ま
た
事
故

等
で
の
相
手
に
対
す
る
補
償

内
容
は
。

的
に
勘
案
し
判
断
し
て
い
る
。

補
償
内
容
は
対
人
対
物
が
上

限
額
な
し
の
無
制
限
。
搭
乗

者
保
障
は
上
限
額
１
５
０
０

万
円
で
あ
る
。

ば
、
本
町
が
今
後
も
輝
き
続

け
、
「
日
本
で
一
番
住
み
や

す
い
ま
ち
宇
多
津
」
の
実
現

に
向
け
て
、
そ
の
強
い
覚
悟

と
責
任
を
持
ち
、
全
身
全
霊

を
捧
げ
住
民
の
皆
様
と
共
に

歩
み
を
さ
ら
に
前
に
進
め
る

所
存
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
馬

を
表
明
す
る
。

の
再
選
出
馬
へ
の
考
え
を
尋

ね
る
。



67 宇多津町議会だより No.83宇多津町議会だより No.83

一
般
質
問

一
般
質
問

問 問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

浅
野
総
務
課
長

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

町
長

　実
現
し
た
い
施
策
で
あ
る
。
今
後
の
財
政
状
況
を
み
て
判
断
す
る

　
　
一
昨
年
６
月
議
会
に
お

い
て
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
の
提
案
を
し
、
町

長
か
ら
の
答
弁
は
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。
今
後
十
分

に
調
査
研
究
し
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
。
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
厚
労
省
の
調
査
に

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
に

町
長
選
挙
出
馬
の
意
向
は

町
長

　４
期
目
の
町
長
選
に
出
馬
す
る

　
　
令
和
４
年
10
月
19
日
に

任
期
満
了
と
な
る
。
終
息
の

目
途
が
未
だ
立
た
な
い
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

は
じ
め
、
自
然
災
害
へ
の
備

え
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
な
ど
様
々
な
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
来
年
秋
に
行
わ
れ
る
宇

多
津
町
長
選
挙
に
谷
川
町
長

よ
る
と
、
昨
年
４
月
時
点
で
、

助
成
対
象
を
18
歳
ま
で
と
し

て
い
る
全
国
の
市
区
町
村
の

割
合
は
、
４
割
を
越
え
る
。

子
育
て
世
代
の
負
担
の
軽
減

と
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
無

償
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で
拡

充
す
る
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
医
療
費

の
対
象
者
を
、
18
歳
年
度
末

ま
で
と
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
「
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
償
化
」
に
つ
い
て
は
、

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

実
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
就
任
以
来
、
一

貫
し
て「
住
民
目
線
」
、「
町

民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
、
「
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、

本
町
で
暮
ら
す
、
す
べ
て
の

人
に
光
を
照
ら
す
施
策
を
一

つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
行
し
て

き
た
。
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
各
施
策
を
講
じ

る
と
共
に
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
感
染
症
対
策
で
は
「
住
民

の
命
と
健
康
」
を
守
る
た
め

迅
速
か
つ
適
切
な
対
策
を
講

じ
、
い
ち
早
く
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
て
き
た
。
来
年
の

秋
、
再
び
住
民
の
皆
様
の
信

任
を
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

施
策
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
地
域
経
済
が
痛
ん
で

い
る
今
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
の
判
断
が
必
要
と
考
え

る
。

問

問

要
望

問

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
車
に
減
速
を
促
す
看
板

の
設
置
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
は
何
年
も

前
か
ら
道
幅
が
変
わ
ら
な
い

狭
い
、
歩
道
の
な
い
道
を
通

学
路
と
し
て
今
も
使
い
、
昔

に
比
べ
て
車
の
量
も
増
え
、

通
勤
の
抜
け
道
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
通
学
路

の
安
全
は
ど
の
よ
う
に
決
め

て
確
保
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
保
護
者
と
の
話
し
合
い
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。
話
し
合

通
学
路
の
安
全
確
保
は

教
育
次
長

　一
人
一
人
の
安
全
面
を
含
め
確
認
し
て
い
る

　
両
小
学
校
で
は
一
人
一
人

の
安
全
面
を
含
め
確
認
し
、

中
学
校
で
は
家
庭
で
保
護
者
、

生
徒
が
話
し
合
い
通
学
に
適

し
た
経
路
を
通
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
な
ど
で
も
、
危
険
個
所
に

　
　
　
　
　
　

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ

い
て
、
道
路
管
理
者
、
担
当

部
局
な
ど
と
情
報
共
有
し
、

改
善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
町
も
脱
炭
素
社
会

を
目
指
す
【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
】
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
宣
言
し
た
の
で
、
電
気
自

動
車
の
導
入
に
つ
い
て
も
今

後
、
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

い
さ
れ
た
意
見
・
相
談
の
検

証
改
善
は
。

つ
い
て
の
お
話
、
相
談
を
頂

く
こ
と
が
あ
る
。
平
成
27
年

７
月
策
定
「
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い

て
、
道
路
管
理
者
、
警
察
署
、

町
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、

共
有
を
図
り
、
改
善
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
。

　
　
公
務
を
迅
速
か
つ
効
率

的
に
遂
行
す
る
た
め
、
複
数

台
の
公
用
車
を
所
有
し
、
総

務
課
が
一
括
集
中
管
理
し
、

安
全
運
転
管
理
者
、
副
安
全

運
転
管
理
者
の
も
と
、
運
転

に
支
障
の
な
い
よ
う
常
に
整

備
さ
れ
、
種
々
業
務
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
町
が
管
理
す
る
公
用
車
の

公
用
車
の
安
全
管
理
は

総
務
課
長

　総
合
的
に
勘
案
し
判
断
し
て
い
る

　
台
数
は
54
台
（
総
務
課
27

台
、
危
機
管
理
課
13
台
、
住

民
生
活
課
14
台
）

　
所
管
課
ご
と
に
管
理
簿
を

作
成
し
更
新
時
期
を
逸
し
な

い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
特
段
の
基
準
は
設
け
て
い

な
い
。
使
用
年
数
・
走
行
距

離
・
損
耗
度
合
な
ど
を
総
合

台
数
及
び
、
車
検
、
自
賠
責

保
険
の
管
理
は
ど
の
課
が
ど

う
い
っ
た
管
理
を
し
て
い
る

の
か
。
車
に
も
寿
命
が
あ
る

が
、
車
両
更
新
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
判
断
基
準
は
設

け
て
い
る
の
か
。
ま
た
事
故

等
で
の
相
手
に
対
す
る
補
償

内
容
は
。

的
に
勘
案
し
判
断
し
て
い
る
。

補
償
内
容
は
対
人
対
物
が
上

限
額
な
し
の
無
制
限
。
搭
乗

者
保
障
は
上
限
額
１
５
０
０

万
円
で
あ
る
。

ば
、
本
町
が
今
後
も
輝
き
続

け
、
「
日
本
で
一
番
住
み
や

す
い
ま
ち
宇
多
津
」
の
実
現

に
向
け
て
、
そ
の
強
い
覚
悟

と
責
任
を
持
ち
、
全
身
全
霊

を
捧
げ
住
民
の
皆
様
と
共
に

歩
み
を
さ
ら
に
前
に
進
め
る

所
存
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
馬

を
表
明
す
る
。

の
再
選
出
馬
へ
の
考
え
を
尋

ね
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域
経
済
分
析
の
デ
ー
タ
か
ら
人
口
増
政
策

ま
ち
づ
く
り
課
長

　町
内
の
関
係
団
体
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

　

　
　
経
済
産
業
省
と
内
閣
官

房
が
提
供
し
て
い
る
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
質

問
。
表
１
は
人
流
に
関
す
る

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
集
約
し
て

可
視
化
し
た
も
の
。

　
直
近
の
デ
ー
タ
が
２
０
２

１
年
６
月
で
あ
る
の
で
基
準

月
を
６
月
と
し
コ
ロ
ナ
感
染

症
前
と
現
在
の
状
況
を
比
較

し
た
。
総
数
（
15
歳
〜
80
歳

未
満
）

　
近
隣
市
町
も
平
・
休
日
の

滞
在
人
口
率
は
、
ど
こ
も
下

落
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
に
関
し
て
総
合
戦
略
の

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
課

題
が
あ
る
が
現
在
の
率
直
な

ご
意
見
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼
夜

間
人
口
比
率
が
、
低
い
傾
向

の
本
町
に
お
い
て
主
要
自
治

体
と
同
様
に
1.0
を
超
え
る
数

値
、
そ
し
て
平
日
よ
り
休
日

の
数
値
が
高
く
な
っ
て
い
る

点
か
ら
新
都
市
を
中
心
に
昼

間
に
買
い
物
や
観
光
客
が
来

町
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
外

か
ら
の
人
流
を
今
後
本
町
の

経
済
と
か
に
反
映
さ
せ
て
い

く
に
は
滞
在
時
間
を
よ
り
多

く
し
て
い
く
仕
組
み
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
仕
組

み
つ
く
り
な
ど
を
町
内
の
関

係
団
体
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　
　
今
後
の
民
間
投
資
を
呼

び
込
む
政
策
に
つ
い
て
。

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

　
　
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

助
成
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
行
う
町
内
の
団
体
や

個
人
に
助
成
を
行
い
、
魅
力

的
で
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す

素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ
る
。

　
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は

「
は
じ
め
の
一
歩
」
な
ど
金

額
も
小
さ
め
な
も
の
ば
か
り

で
、
大
き
い
金
額
の
も
の
は

あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い

　
　
古
街
修
景
事
業
は
、
対

象
の
場
所
や
内
容
、
金
額
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　使
い
や
す
い
よ
う
に
検
証
す
る

シ
ル
バ
ー
食
堂
の
開
設
を

保
健
福
祉
課
長

　高
齢
者
の
活
動
場
所
で
協
議
、
検
討
し
た
い

　
　
高
齢
者
、
特
に
一
人
暮

ら
し
の
方
の
孤
食
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
低
栄
養
や
フ

レ
イ
ル
も
危
惧
さ
れ
る
。
ま

た
、
孤
食
の
状
態
に
あ
る
高

齢
者
は
う
つ
病
に
な
り
や
す

い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち

づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
は
平
成
21

年
か
ら
の
事
業
で
、
19
件
の

採
択
と
な
っ
て
い
る
。
「
は

じ
め
の
一
歩
」
７
件
、
「
一

歩
前
へ
」
７
件
、
「
大
き
な

一
歩
」
は
５
件
で
、
応
募
後

の
取
り
下
げ
な
ど
に
よ
り
採

　
　
　
　
　
　
　
　
南
部
地

区
子
育
て
支
援
・
交
流
施
設

（
仮
称
）
の
事
業
の
中
で
、

多
世
代
交
流
の
促
進
と
高
齢

者
の
憩
い
の
場
づ
く
り
を
図

る
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
認

知
症
カ
フ
ェ
で
も
協
議
、
検

討
し
た
い
。

よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
活
用
は
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
景

事
業
は｢

背
骨
の
道｣

と
い
っ

た
遍
路
道
周
辺
が
要
件
と
な

っ
て
い
る
が
、
対
象
要
件
も

含
め
て
検
討
を
す
る
。

択
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
が

あ
る
。
助
成
限
度
額
に
差
が

あ
り
、
使
い
勝
手
が
悪
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
の
で
、
よ

り
使
い
や
す
い
事
業
と
な
る

よ
う
に
検
討
を
進
め
る
。

　
高
齢
者
向
け
の
シ
ル
バ
ー

食
堂
を
町
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
や
四
国
医
療
専
門
学

校
の
五
番
丁
カ
フ
ェ
な
ど
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
実
施
で

き
な
い
か
。

まちづくりファンド
｢はじめの一歩｣　 ４万円
｢一歩前へ｣         40万円
｢大きな一歩｣ 1,000万円
｢古街修景｣       200万円
　（外観のみ）

フレイル…加齢により心身が
老い衰え、社会とのつながり
が減少した状態のこと
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一
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一
般
質
問

原
岡
教
育
次
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

原
岡
教
育
次
長

　
　
長
縄
手
か
ら
大
字
東
分

に
か
け
て
の
南
部
地
区
は
、

こ
の
５
か
年
で
年
間
40
〜
50

区
画
の
住
宅
地
の
分
譲
が
見

受
け
ら
れ
る
。
今
後
も
、
ま

だ
ま
だ
増
え
そ
う
で
あ
る
。

震
災
な
ど
の
緊
急
時
に
飲
料

水
を
汲
み
だ
す
こ
と
が
で
き

る
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
で
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
も

教
育
次
長

　効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て
検
討

南
部
地
区
に
も
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を

危
機
管
理
課
主
幹

　整
備
し
て
い
る
設
備
と
備
蓄
を
軸
に
総
合
的
に
運
用

　

　
　
　
　
　
　
職
場
体
験
の

事
業
所
は
、
過
去
に
実
施
し

た
事
業
所
や
生
徒
及
び
教
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

飲
料
水
の
確
保
の
状
況
は
、

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽

を
、
網
の
浦
万
葉
公
園
と
平

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
の
敷

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

槽
が
南
部
地
区
で
も
必
要
だ

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

地
内
に
設
置
し
て
い
る
。
共

に
40
ト
ン
で
、
計
80
ト
ン
が

貯
水
で
き
る
。
ま
た
、
備
蓄

倉
庫
及
び
各
避
難
所
に
お
い

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
保

存
は
約
８
５
０
０
リ
ッ
ト
ル

で
あ
る
。
ま
た
、
消
防
自
動

車
で
８
ト
ン
の
水
槽
車
に
よ

っ
て
、
臨
時
的
に
移
動
給
水

　
　
中
学
生
が
将
来
な
り
た

い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
に
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

や
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

入
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
業
界
は

将
来
的
な
需
要
が
高
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
で
必
要
と
さ

れ
る
。
地
域
で
業
種
の
偏
り

が
あ
る
が
、
職
場
体
験
の
受

け
入
れ
先
を
ど
の
よ
う
に
探

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
Ｉ

Ｔ
系
関
連
企
業
で
の
職
場
体

験
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
講
師
の
講

演
会
や
交
流
会
を
行
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

が
探
す
こ
と
で
対
応
し
て
い

る
。
移
動
時
の
安
全
面
や
活

動
時
間
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

で
き
る
だ
け
町
内
で
と
考
え

て
い
る
が
、
50
ほ
ど
の
事
業

所
が
必
要
で
、
苦
労
し
て
い

る
。
職
場
体
験
は
、
働
く
意

義
な
ど
を
考
え
さ
せ
る
初
め

て
の
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
働
く
こ
と
を
体
験
さ

車
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

整
備
し
て
い
る
。
以
上
、
整

備
し
て
い
る
設
備
と
備
蓄
し

て
い
る
飲
料
水
を
軸
に
総
合

的
に
運
用
し
な
が
ら
確
保
維

持
に
務
め
て
い
き
た
い
。

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
指
摘
の
視
点
も
踏
ま
え
、

効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
宇
多
津
町
は
、
高
齢
化

率
19
・
50
％
と
若
い
人
た
ち

が
多
く
住
む
町
で
あ
る
、
子

ど
も
７
人
に
１
人
が
貧
困
だ

と
言
わ
れ
る
時
代
に
無
償
で

食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も

食
堂
」
が
活
発
化
す
る
と
と

も
に
、
学
校
給
食
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
公
立
の
小
中
学
校
の
関

連
費
用
の
な
か
で
大
き
な
割

合
を
占
め
る
の
が
給
食
費
で

あ
る
。
給
食
費
の
無
償
化
は

教
育
環
境
の
整
備
充
実
策
と

し
て
、
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
と
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
子
育
て
世
代
へ

の
経
済
的
支
援
を
図
る
も
の

学
校
給
食
費
無
償
化
は
可
能
か
　

教
育
次
長

　無
償
化
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
本
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

10
月
か
ら
国
の
少
子
化
対
策

に
お
け
る
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
、
全
国
一

斉
に
３
歳
以
上
の
児
童
の
保

育
所
、
幼
稚
園
等
に
通
う
児

童
の
保
育
料
を
無
償
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
本

町
で
は
保
育
所
の
利
用
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
国
の
算

定
し
て
い
る
自
治
体
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
就
学
助
成

に
よ
る
給
食
費
は
標
準
保
護

に
つ
い
て
は
、
１
２
０
０
万

円
で
あ
る
。
無
償
化
す
る
場

合
、
新
た
に
約
６
７
０
０
万

円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
子
育
て

支
援
や
教
育
関
連
の
充
実
に

努
め
て
い
る
が
、
交
付
金
等

が
他
の
市
町
と
比
べ
て
低
い

と
考
え
ら
れ
る
。
就
学
助
成

に
よ
る
給
食
費
減
免
の
金
額

は
幾
ら
か
。
ま
た
財
源
に
つ

い
て
は
「
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
」
に
よ
る
負
担
軽

減
額
を
あ
て
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
　

た
め
一
般
財
源
の
負
担
が
増

え
て
い
る
。
税
収
増
の
見
込

み
が
な
い
な
か
新
た
な
負
担

と
な
る
給
食
費
の
無
償
化
は
、

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
り
町
が
多
く
負
担
し
て
い

た
が
町
が
多
く
負
担
す
る
こ

と
が
解
消
す
る
こ
と
と
な
り
、

無
償
化
に
よ
り
生
ま
れ
た
財

源
を
保
育
所
の
改
修
を
始
め

様
々
な
子
育
て
支
援
の
財
源

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。



問 問

本
田
危
機
管
理
課
主
幹

問
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一
般
質
問

一
般
質
問

原
岡
教
育
次
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

原
岡
教
育
次
長

　
　
長
縄
手
か
ら
大
字
東
分

に
か
け
て
の
南
部
地
区
は
、

こ
の
５
か
年
で
年
間
40
〜
50

区
画
の
住
宅
地
の
分
譲
が
見

受
け
ら
れ
る
。
今
後
も
、
ま

だ
ま
だ
増
え
そ
う
で
あ
る
。

震
災
な
ど
の
緊
急
時
に
飲
料

水
を
汲
み
だ
す
こ
と
が
で
き

る
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
で
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
も

教
育
次
長

　効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て
検
討

南
部
地
区
に
も
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を

危
機
管
理
課
主
幹

　整
備
し
て
い
る
設
備
と
備
蓄
を
軸
に
総
合
的
に
運
用

　

　
　
　
　
　
　
職
場
体
験
の

事
業
所
は
、
過
去
に
実
施
し

た
事
業
所
や
生
徒
及
び
教
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

飲
料
水
の
確
保
の
状
況
は
、

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽

を
、
網
の
浦
万
葉
公
園
と
平

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
の
敷

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

槽
が
南
部
地
区
で
も
必
要
だ

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

地
内
に
設
置
し
て
い
る
。
共

に
40
ト
ン
で
、
計
80
ト
ン
が

貯
水
で
き
る
。
ま
た
、
備
蓄

倉
庫
及
び
各
避
難
所
に
お
い

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
保

存
は
約
８
５
０
０
リ
ッ
ト
ル

で
あ
る
。
ま
た
、
消
防
自
動

車
で
８
ト
ン
の
水
槽
車
に
よ

っ
て
、
臨
時
的
に
移
動
給
水

　
　
中
学
生
が
将
来
な
り
た

い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
に
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

や
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

入
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
業
界
は

将
来
的
な
需
要
が
高
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
で
必
要
と
さ

れ
る
。
地
域
で
業
種
の
偏
り

が
あ
る
が
、
職
場
体
験
の
受

け
入
れ
先
を
ど
の
よ
う
に
探

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
Ｉ

Ｔ
系
関
連
企
業
で
の
職
場
体

験
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
講
師
の
講

演
会
や
交
流
会
を
行
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

が
探
す
こ
と
で
対
応
し
て
い

る
。
移
動
時
の
安
全
面
や
活

動
時
間
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

で
き
る
だ
け
町
内
で
と
考
え

て
い
る
が
、
50
ほ
ど
の
事
業

所
が
必
要
で
、
苦
労
し
て
い

る
。
職
場
体
験
は
、
働
く
意

義
な
ど
を
考
え
さ
せ
る
初
め

て
の
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
働
く
こ
と
を
体
験
さ

車
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

整
備
し
て
い
る
。
以
上
、
整

備
し
て
い
る
設
備
と
備
蓄
し

て
い
る
飲
料
水
を
軸
に
総
合

的
に
運
用
し
な
が
ら
確
保
維

持
に
務
め
て
い
き
た
い
。

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
指
摘
の
視
点
も
踏
ま
え
、

効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
宇
多
津
町
は
、
高
齢
化

率
19
・
50
％
と
若
い
人
た
ち

が
多
く
住
む
町
で
あ
る
、
子

ど
も
７
人
に
１
人
が
貧
困
だ

と
言
わ
れ
る
時
代
に
無
償
で

食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も

食
堂
」
が
活
発
化
す
る
と
と

も
に
、
学
校
給
食
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
公
立
の
小
中
学
校
の
関

連
費
用
の
な
か
で
大
き
な
割

合
を
占
め
る
の
が
給
食
費
で

あ
る
。
給
食
費
の
無
償
化
は

教
育
環
境
の
整
備
充
実
策
と

し
て
、
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
と
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
子
育
て
世
代
へ

の
経
済
的
支
援
を
図
る
も
の

学
校
給
食
費
無
償
化
は
可
能
か
　

教
育
次
長

　無
償
化
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
本
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

10
月
か
ら
国
の
少
子
化
対
策

に
お
け
る
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
、
全
国
一

斉
に
３
歳
以
上
の
児
童
の
保

育
所
、
幼
稚
園
等
に
通
う
児

童
の
保
育
料
を
無
償
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
本

町
で
は
保
育
所
の
利
用
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
国
の
算

定
し
て
い
る
自
治
体
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
就
学
助
成

に
よ
る
給
食
費
は
標
準
保
護

に
つ
い
て
は
、
１
２
０
０
万

円
で
あ
る
。
無
償
化
す
る
場

合
、
新
た
に
約
６
７
０
０
万

円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
子
育
て

支
援
や
教
育
関
連
の
充
実
に

努
め
て
い
る
が
、
交
付
金
等

が
他
の
市
町
と
比
べ
て
低
い

と
考
え
ら
れ
る
。
就
学
助
成

に
よ
る
給
食
費
減
免
の
金
額

は
幾
ら
か
。
ま
た
財
源
に
つ

い
て
は
「
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
」
に
よ
る
負
担
軽

減
額
を
あ
て
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
　

た
め
一
般
財
源
の
負
担
が
増

え
て
い
る
。
税
収
増
の
見
込

み
が
な
い
な
か
新
た
な
負
担

と
な
る
給
食
費
の
無
償
化
は
、

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
り
町
が
多
く
負
担
し
て
い

た
が
町
が
多
く
負
担
す
る
こ

と
が
解
消
す
る
こ
と
と
な
り
、

無
償
化
に
よ
り
生
ま
れ
た
財

源
を
保
育
所
の
改
修
を
始
め

様
々
な
子
育
て
支
援
の
財
源

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

高
瀬
教
育
長

問

谷
川
町
長

川
田
税
務
課
長

川
田
税
務
課
長

問問

井
原
健
康
増
進
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

　
　
全
国
で
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ

た
公
立
小
中
高
校
が
一
万
校

を
超
え
た
と
聞
く
。
本
町
で

は
教
育
長
の
肝
い
り
で
昨
年
、

既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
だ
日
は
浅
い
が
、
活
動
状

況
は
？ 

　
　
子
ど
も
の
均
等
割
は
子

ど
も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

国
保
税
が
増
え
る
。
国
保
税

の
子
育
て
世
代
で
は
、
次
の

子
ど
も
を
産
む
こ
と
に
躊
躇

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
状
況

教
育
長

　地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
学
校
運
営
・
教
育
活
動
を
行
う
　
　

　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
10

月
に
町
内
の
小
中
学
校
、
幼

稚
園
を
対
象
と
し
て
町
全
体

で
一
つ
の
「
宇
多
津
町
学
校

運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。

10
月
の
第
一
回
は
、
香
川
大

学
職
員
の
野
村
特
命
教
授
か

ら
運
営
協
議
会
の
必
要
性
・

役
割
・
可
能
性
な
ど
の
講
話

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　　 か　づ　き

で
宇
多
津
町
で
の
可
能
性
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
た
。
今
年
度
は
四
つ
の
分

科
会
「
子
供
の
安
全
を
守
る

こ
と
」
「
校
則
（
学
校
の
き

ま
り
）
に
つ
い
て
」
「
部
活

動
支
援
に
つ
い
て
」
「
学
校

支
援
に
つ
い
て
」
を
設
け
議

論
を
深
め
て
い
る
。

　
会
議
録
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、
今

後
活
発
な
意
見
交
換
の
中
で
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
学
校

運
営
・
教
育
活
動
を
行
う
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
三
豊
市
が
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し

た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ

り
踏
み
込
ん
だ
施
策
と
な
る
。

本
町
で
は
、
町
長
は
標
題
に

つ
い
て
前
向
き
の
検
討
を
し

て
い
る
と
い
う
事
で
あ
っ
た

が
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
進
捗

町
長

　宣
誓
制
度
は
来
年
４
月
を
予
定

　　
　

　
　
　
　
　
昨
年
の
議
会
の

質
問
に
対
し
て
「
制
度
施
行

に
向
け
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を

踏
み
な
が
ら
進
め
て
行
く
」

旨
の
答
弁
を
し
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
性

的
少
数
者
の
方
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
、
制
度
導
入
に
向
け

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
そ

の
後
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
な
ど

の
影
響
下
で
は
あ
っ
た
が
、

講
演
会
や
関
係
者
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
制
度
利
用
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ

い
て
も
、
人
権
推
進
委
員
を

中
心
に
協
議
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

　
結
論
と
し
て
、
宣
誓
制
度

は
来
年
四
月
よ
り
導
入
予
定

と
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
以
前
も
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
が
、
や
は
り
国
保

税
が
高
い
と
い
う
声
が
耳
に

入
る
。
本
町
で
も
負
担
軽
減

を
実
施
し
て
い
る
が
そ
れ
で

も
高
い
と
い
う
声
が
後
を
絶

た
な
い
。
家
計
に
お
け
る
負

担
が
大
き
い
と
考
え
る
が
こ

の
よ
う
な
声
に
ど
う
応
え
る

か
。 高

す
ぎ
る
国
保
税

税
務
課
長

　町
独
自
の
軽
減
は
財
源
的
裏
打
ち
が
な
く
困
難
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
国
保
税
は
、

共
同
の
運
営
主
体
で
あ
る
県

が
示
し
た
標
準
保
険
料
率
よ

り
低
く
課
税
し
、
で
き
る
限

り
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
保
険
税
額
も
決
し
て
安

く
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
制
度
維
持
、
存
続
の

前
提
が
あ
り
、
軽
減
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
状

況
、
給
付
の
観
点
か
ら
見
る

と
、
令
和
２
年
度
の
国
保
の

財
政
状
況
は
税
負
担
の
3.4
倍

の
給
付
を
受
け
て
お
り
、
形

式
収
支
で
は
黒
字
だ
が
、
実

質
単
年
度
収
支
は
赤
字
で
繰

越
金
が
減
少
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
現
在
、
団
塊
の
世

代
の
後
期
高
齢
者
移
行
後
の

状
況
や
各
市
町
の
保
険
税
率

統
一
化
が
い
ず
れ
来
る
と
考

え
る
と
今
後
の
国
保
の
向
か

う
べ
き
姿
に
逆
行
す
る
施
策

を
と
る
の
は
難
し
い
。

　
　
以
前
も
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
が
、
こ
の
間
他
市

町
で
の
実
施
な
ど
変
化
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
町
財
政

へ
の
圧
迫
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
家
計
へ
の

影
響
も
と
り
わ
け
大
き
く
、

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

健
康
増
進
課
長

　財
政
状
況
を
見
な
が
ら
の
判
断
が
必
要
で
あ
る

　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
は

『
実
施
し
た
い
が
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
等
に
い
く
ら
か
か
る

か
財
政
状
況
の
判
断
が
必
要
。

今
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
』
と
答
弁
さ
れ
た
。

財
源
は
令
和
元
年
６
月
で
１

千
万
円
強
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
年
間
１
３
０
０
万
円
程

度
と
推
計
し
て
い
る
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

子
育
て
を
全
力
で
応
援
す
る

ま
ち
と
し
て
、
今
後
実
現
に

向
け
て
動
く
べ
き
だ
と
考
え

る
。
私
が
質
問
し
た
令
和
元

年
６
月
と
比
べ
て
実
施
に
か

か
る
経
費
に
変
化
が
な
い
か
、

ま
た
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
今
回
、
国
の

法
改
正
に
伴
い
、
来
年
４
月

か
ら
未
就
学
児
均
等
割
保
険

料
の
５
割
を
公
費
負
担
で
軽

減
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
軽
減
は
国
保
税
が
高

い
と
感
じ
て
い
る
方
全
員
が

対
象
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

高
瀬
教
育
長

問

谷
川
町
長

川
田
税
務
課
長

川
田
税
務
課
長

問問

井
原
健
康
増
進
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

　
　
全
国
で
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ

た
公
立
小
中
高
校
が
一
万
校

を
超
え
た
と
聞
く
。
本
町
で

は
教
育
長
の
肝
い
り
で
昨
年
、

既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
だ
日
は
浅
い
が
、
活
動
状

況
は
？ 

　
　
子
ど
も
の
均
等
割
は
子

ど
も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

国
保
税
が
増
え
る
。
国
保
税

の
子
育
て
世
代
で
は
、
次
の

子
ど
も
を
産
む
こ
と
に
躊
躇

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
状
況

教
育
長

　地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
学
校
運
営
・
教
育
活
動
を
行
う
　
　

　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
10

月
に
町
内
の
小
中
学
校
、
幼

稚
園
を
対
象
と
し
て
町
全
体

で
一
つ
の
「
宇
多
津
町
学
校

運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。

10
月
の
第
一
回
は
、
香
川
大

学
職
員
の
野
村
特
命
教
授
か

ら
運
営
協
議
会
の
必
要
性
・

役
割
・
可
能
性
な
ど
の
講
話

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　　 か　づ　き

で
宇
多
津
町
で
の
可
能
性
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
た
。
今
年
度
は
四
つ
の
分

科
会
「
子
供
の
安
全
を
守
る

こ
と
」
「
校
則
（
学
校
の
き

ま
り
）
に
つ
い
て
」
「
部
活

動
支
援
に
つ
い
て
」
「
学
校

支
援
に
つ
い
て
」
を
設
け
議

論
を
深
め
て
い
る
。

　
会
議
録
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、
今

後
活
発
な
意
見
交
換
の
中
で
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
学
校

運
営
・
教
育
活
動
を
行
う
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
三
豊
市
が
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し

た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ

り
踏
み
込
ん
だ
施
策
と
な
る
。

本
町
で
は
、
町
長
は
標
題
に

つ
い
て
前
向
き
の
検
討
を
し

て
い
る
と
い
う
事
で
あ
っ
た

が
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
進
捗

町
長

　宣
誓
制
度
は
来
年
４
月
を
予
定

　　
　

　
　
　
　
　
昨
年
の
議
会
の

質
問
に
対
し
て
「
制
度
施
行

に
向
け
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を

踏
み
な
が
ら
進
め
て
行
く
」

旨
の
答
弁
を
し
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
性

的
少
数
者
の
方
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
、
制
度
導
入
に
向
け

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
そ

の
後
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
な
ど

の
影
響
下
で
は
あ
っ
た
が
、

講
演
会
や
関
係
者
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
制
度
利
用
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ

い
て
も
、
人
権
推
進
委
員
を

中
心
に
協
議
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

　
結
論
と
し
て
、
宣
誓
制
度

は
来
年
四
月
よ
り
導
入
予
定

と
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
以
前
も
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
が
、
や
は
り
国
保

税
が
高
い
と
い
う
声
が
耳
に

入
る
。
本
町
で
も
負
担
軽
減

を
実
施
し
て
い
る
が
そ
れ
で

も
高
い
と
い
う
声
が
後
を
絶

た
な
い
。
家
計
に
お
け
る
負

担
が
大
き
い
と
考
え
る
が
こ

の
よ
う
な
声
に
ど
う
応
え
る

か
。 高

す
ぎ
る
国
保
税

税
務
課
長

　町
独
自
の
軽
減
は
財
源
的
裏
打
ち
が
な
く
困
難
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
国
保
税
は
、

共
同
の
運
営
主
体
で
あ
る
県

が
示
し
た
標
準
保
険
料
率
よ

り
低
く
課
税
し
、
で
き
る
限

り
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
保
険
税
額
も
決
し
て
安

く
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
制
度
維
持
、
存
続
の

前
提
が
あ
り
、
軽
減
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
状

況
、
給
付
の
観
点
か
ら
見
る

と
、
令
和
２
年
度
の
国
保
の

財
政
状
況
は
税
負
担
の
3.4
倍

の
給
付
を
受
け
て
お
り
、
形

式
収
支
で
は
黒
字
だ
が
、
実

質
単
年
度
収
支
は
赤
字
で
繰

越
金
が
減
少
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
現
在
、
団
塊
の
世

代
の
後
期
高
齢
者
移
行
後
の

状
況
や
各
市
町
の
保
険
税
率

統
一
化
が
い
ず
れ
来
る
と
考

え
る
と
今
後
の
国
保
の
向
か

う
べ
き
姿
に
逆
行
す
る
施
策

を
と
る
の
は
難
し
い
。

　
　
以
前
も
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
が
、
こ
の
間
他
市

町
で
の
実
施
な
ど
変
化
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
町
財
政

へ
の
圧
迫
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
家
計
へ
の

影
響
も
と
り
わ
け
大
き
く
、

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

健
康
増
進
課
長

　財
政
状
況
を
見
な
が
ら
の
判
断
が
必
要
で
あ
る

　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
は

『
実
施
し
た
い
が
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
等
に
い
く
ら
か
か
る

か
財
政
状
況
の
判
断
が
必
要
。

今
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
』
と
答
弁
さ
れ
た
。

財
源
は
令
和
元
年
６
月
で
１

千
万
円
強
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
年
間
１
３
０
０
万
円
程

度
と
推
計
し
て
い
る
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

子
育
て
を
全
力
で
応
援
す
る

ま
ち
と
し
て
、
今
後
実
現
に

向
け
て
動
く
べ
き
だ
と
考
え

る
。
私
が
質
問
し
た
令
和
元

年
６
月
と
比
べ
て
実
施
に
か

か
る
経
費
に
変
化
が
な
い
か
、

ま
た
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
今
回
、
国
の

法
改
正
に
伴
い
、
来
年
４
月

か
ら
未
就
学
児
均
等
割
保
険

料
の
５
割
を
公
費
負
担
で
軽

減
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
軽
減
は
国
保
税
が
高

い
と
感
じ
て
い
る
方
全
員
が

対
象
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
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定例会「令和3年度一般会計補正予算認定」ほか
委員会審議「今後のPCR検査の会場について」ほか
町政を問う「町長選挙出馬の意向は」ほか

5

2

6

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
て

二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
世
界
中
で
猛
威

を
ふ
る
い
疲
弊
し
た
世
界
情
勢
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
経
済
の
停

滞
や
疲
弊
感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
人
と
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
や
人
に
よ
っ
て
人
を
助
け
る
、
人

間
本
来
の
大
切
な
も
の
が
こ
の
二
年
間

で
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
政
治
は
ど
こ
を
み
て
行
う
の
か
、

何
の
た
め
に
政
治
は
あ
る
の
か
、
そ
れ

も
ま
た
強
く
感
じ
た
二
年
間
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
経
済
活
動
も
戻
っ
て

き
て
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
新
た
な
生

活
様
式
と
光
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ど

う
か
町
民
の
み
な
さ
ま
、
マ
ス
ク
、
手

洗
い
は
今
後
と
も
続
け
て
い
た
だ
き
規

制
の
無
い
生
活
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
港
　
一
紫
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
井
上
　
弘
治

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也
　

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏
　

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

まちの皆様に　感謝　感謝。

『まちの成長力』 県下トップの財政力指数　宇多津町

１位おめでとう！１位おめでとう！

第７０回 「宇多津子どもロードレース大会」第７０回 「宇多津子どもロードレース大会」

　１月８日(土)、厳しい冷え込みの中、町内外から140名の小学生が参加し、第70回

「宇多津子どもロードレース大会」が開催されました。今年から、子ども達の安全性を

考え、スタートとゴール地点を宇多津北小学校に変更し、トラックを２周した後、グラ

ウンドを飛び出し、北側の遊歩道を力いっぱい駆け抜けました。１年～４年生は１㎞、

５・６年生は１.５㎞を、たくさんの声援を受けながら全員最後まで走り抜きました。

（令和３年３月香川県市町行財政要覧）

　　　　　

１年　 山田　淳平 (金山小)　

２年　 古林　　樹 (宇多津北小)

３年　 香川　颯志 (飯山南小)

４年　 梶　   千采 (豊原小) 
 
５年　 葛城　   柊 (城坤小)

６年　 竹田      翔 (宇多津小)   

やま  だ　  じゅんぺい

こばやし          いつき

か  がわ　   そう  し

かじ             ち うね　

かつらぎ       　しゅう

たけ だ　         しょう

男子 　　　　　

１年　 谷本　楓花 (宇多津北小)

２年　 藤田さくら (宇多津北小)

３年　 立石　夢果 (附属坂出小)

４年　 片岡　彩華 (坂出小) 
 
５年　 久保　結菜 (坂出小)

６年　 丸尾華沙寧 (栗熊小)   

たにもと　    ふう か

たていし　    ゆめ か

かたおか　    いろ は

く   ぼ　     ゆい な

ふじ  た

まる  お　か   さ   ね

女子


